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システム工学研究科博士前期課程2年間の履修モデルを示し
ます。入学後、どのように研究を進めるのか、またどれぐらい
単位を取ればよいのか、目安として参考にしてください。

研究指導は、指導教員を責任者として、指導教員の所属するクラスタの他の教員のうち、個々の学生の専門に
近い他の教員が副指導教員となり、助言・補佐となる指導体制により行います。
研究指導に当たっては、学生の自主性を尊重しつつ、研究課題に応じて、教室での理論的指導、フィールドワーク、
各種実技実習、国内外での学会発表、ならびにシステム工学講究として実施されるゼミ（大ゼミ）など多様な
形態での指導を実施します。

システム工学講究ⅠA
研究計画書、研究の進捗状況のチェック実施、プレゼン方法の学修

成
績
評
価
試
験

目標単位数1212
システム工学研究ⅠA
システム工学講究ⅠA

第１クォーター 第2クォーター

システム工学研究ⅠA（必修）
研究計画書の作成 → 新しい手法・理論の研究（提案、実験）の実施

プレゼン

インターンシップ

を含む

目標単位数

システム工学研究ⅠB
システム工学講究ⅠB

を含む
専門科目、特別自主演習Ⅰ、他 専門科目、特別自主演習Ⅰ、他

フィードバック

フィードバック

成
績
評
価
試
験

成
績
評
価
試
験

成
績
評
価
試
験

第１クォーター 第2クォーター

就職活動

を含む
専門科目、特別自主演習Ⅲ、他 専門科目、特別自主演習Ⅲ、他

博士後期課程入試

学会
発表等

システム工学研究ⅡA（必修）
M1の時の研究成果をまとめた学外発表準備

システム工学講究ⅡA
研究の進捗状況のチェック実施、プレゼン方法の学修

プレゼン

システム工学研究ⅡA
システム工学講究ⅡA

目標単位数2727

を含む
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録

システム工学研究ⅡB
システム工学講究ⅡB

目標単位数3030

履
修
登
録

修
士
論
文
提
出
・
発
表
会

プレゼン フィードバック

プレゼン フィードバック

システム工学研究ⅠB（必修）

システム工学講究ⅠB

新しい手法・理論の研究（提案、実験、検証）の実施

研究の進捗状況のチェック実施、プレゼン方法の学修
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成
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評
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試
験

第3クォーター 第4クォーター

就職活動準備

第3クォーター 第4クォーター

2424
専門科目、特別自主演習Ⅱ、他 専門科目、特別自主演習Ⅱ、他

専門科目、他 専門科目、他

システム工学研究ⅡB（必修）
研究内容のブラッシュアップ（検証実験等）と論文作成

システム工学講究ⅡB
研究の進捗状況のチェックと中間発表の実施

修士論文中間発表

修
士(

シ
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ム
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究
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の

学
位
取
得
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以上

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

博士前期課程履修モデル


